
 

 

 

 

■ 目的 

あびバス運賃体系の見直しについて、皆様からの意見を募集します。 

 

■ 趣旨 

我孫子市の市民バス「通称：あびバス」は、平成２５年度に運賃を改定したときの収支

率は 43.43％でしたが、令和５年度では 29.91％に低下しています。主に人件費や燃料の

高騰等に伴い経費が増となってきたことが原因と考えられますが、あびバスは地域住民

の移動手段として定着しており、あびバスを持続可能な公共交通とするため、収支の改善

を目指すと同時に、回数券のあり方なども含め運賃体系の見直しを行います。 

今回のパブリックコメントは、道路運送法の一部改正に伴い、運賃を定める場合には

住民や利用者等の意見を聴取することが義務づけられたため、実施するものとなります。   

なお、いただいた意見に対する回答は、「１．運賃体系見直し内容」に関する部分のみに

なります。 

 

■ 公表期間及び閲覧場所 

期間 令和６年１１月１６日（土曜日）から１２月１５日（日曜日）まで 

場所 市のホームページのほか、以下の場所でも閲覧できます。 

交通政策課、行政情報資料室（市役所本庁舎１階）、各行政サービスセンター、生

涯学習センターアビスタ、湖北地区公民館、市民プラザ、各近隣センター、我孫子

市民図書館湖北台分館 

 

■ 意見の提出方法及び期限 

提出にあたっては、備え付けのパブリックコメント意見書に「住所」、「氏名」、「パブ

リックコメント件名」を明記し次のいずれかの方法で提出してください。口頭でのご意

見はお受けできませんので、ご了承願います。 

① 交通政策課へ郵送 ②交通政策課へ FAX ③ちば電子申請サービス  

④交通政策課の窓口に持参 ⑤閲覧場所の窓口に提出（各近隣センター、市民プラザ、

湖北地区公民館は備え付けの意見書投函箱に投函）してください。 

 

提出期限 令和６年１２月１５日（日曜日）（必着） 

提出先・問い合わせ 〒270-1192 我孫子市我孫子 1858番地 

我孫子市役所 交通政策課 公共交通係 TEL：04-7185-1111（内線 20-330） 

          FAX：04-7185-8013  

 

■ いただいたご意見への対応 

提出された意見と意見に対する市の考え方を、ホームページ及び上記の閲覧場所で公

表します。また、意見に基づき内容を修正したときは、修正内容も公表します。 

なお、提出された個々の意見に対して直接回答はいたしませんので、ご了承ください。 
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あびバス運賃体系の見直しについての意見募集（パブリックコメント） 
 

 我孫子市の市民バス「通称：あびバス」は、平成２５年度に運賃を改定したときの収支

率は43.43％でしたが、令和５年度では29.91％です。主に人件費や燃料の高騰等に伴い経

費が増となってきたことが原因と考えられますが、あびバスは地域住民の移動手段として

定着しており、あびバスを持続可能な公共交通とするため、収支の改善を目指すと同時

に、回数券のあり方なども含め運賃体系の見直しを行います。 

  

１．運賃体系の見直し内容 

①あびバスの運賃改定について 

②回数券の廃止について 

③障害者介助人の半額適用について 

   

２．あびバスの経緯 

 あびバスは、平成１０年１２月の「新木ルート」、平成１８年１月の「船戸台田ルー

ト」「栄泉並木ルート」、平成２０年１２月「布施ルート」、平成２３年１０月の「根戸

ルート」の運行開始時は、大人１００円・小人５０円から始まり、平成２５年１０月１日

に運賃体系の見直しを行い、現在の大人１５０円・小人８０円で現在に至ります。 

 

３．問題点 

 ・民間路線バスの運賃初乗り170円となっており、あびバスは150円均一であることから、

民業圧迫に係る競合を避けるため、整合性を図る必要性がある。 

 ・あびバスの収支率の改善及び回数券の必要性を見直す。 

 

４．改善策 

あびバスの運行ルート、運行頻度等のサービス水準は維持しつつ、民間路線バスとの運

賃バランスを考慮し、あびバスの適正な運賃を設定する。 

現（令和７年３月３１日まで） 新（令和７年４月１日から） 

(１)．運賃 

 大人１５０円（均一） 

 小人 ８０円（均一） 

 

(２)．回数券 

 大人２，０００円（１５枚綴） 

小人１，０００円（１５枚綴） 

 

(３).適用要件 

 ・小学生未満無料 

 ・ＩＣカード利用可（根戸ルート除く） 

 ・障害者半額（大人 80円 小人 40円） 

  ※手帳提示者のみ 

 

 

(１)．運賃 

 大人２００円（均一） 

 小人１００円（均一） 

 

(２)．回数券 

      廃 止 

 

 

(３).適用要件 

 ・小学生未満無料 

 ・ＩＣカード利用可（根戸ルート除く） 

・障害者半額（大人 100 円 小人 50 円） 

  ※手帳提示者のみ 

  介助者１名に限り半額 
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（１）．運賃 

 平成25年度から令和５年度のあびバス利用状況と市の運行経費負担額の経過 

 

○あびバス利用状況（大人・小人も区分けなし合算集計） 

 
 

○市の運行経費負担額（大人・小人も区分けなし合算集計） 

 
※収支率 収入/経費×100％ (少数第５位四捨五入) 

 

○利用者の負担 

 我孫子市では、令和６年度に「我孫子市地域公共交通計画」の策定の準備を進めてお

り、その中で、今後運賃の設定に係る基本的な考え方を示しますが、現状では、収支率５

０％を目途に、本市の平成２５年度の実例を参考にした負担額の算出を行いたい。 
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○現行及び経過措置の収支率の比較（R5実績からの積算）  

 ①収支率 収入額/90,830,656円(R5経費年額)×100％ 

 ②調整率0.9322 【194,273人(R5利用者数)×150円(現行運賃)＝29,140,950円 

          27,166,462円(R5収入額実績)/29,140,950円】 

 

※収入額（R5利用人数×大人運賃×0.9322調整率） 

 大人運賃(円) 収入額（円/年） 収支率(％) 

現行額 150 ２７，１６６，４６２ ２９．９１ 

 

経過額 

200 ３６，２２０，２５８ ３９．８８ 

250 ４５，２７５，３２２ ４９．８５ 

300 ５４，３３０，３８７ ５９．８２ 

 

○持続的な公共交通を目指したあびバスの運行 

現行の運賃では、収支率が29.91％であり、市の財政負担によって運行している状況とな

っている。今後、市の財政状況はさらに厳しくなっていくことが予想されており、あびバ

スの運行についても、持続可能な公共交通としていくには、市の財政負担に頼らない運行

を目指していく必要がある。 

 

○あびバス運賃大人２００円・小人１００円の算出根拠 

 収支率５０％を目途とすると運賃は、大人250円・小人130円となるが、市民の経済的影

響を考慮し、経過措置として大人200円・小人100円とすることにしたい。 

 なお、今回の運賃改定による収支率改善については、改定後からの評価実績を注視しつ

つ、現在策定を進めている我孫子市地域公共交通計画に記載し、今後の運賃の取り扱を含

めて検討していきたいと考えています。 

 

（２）．回数券の廃止 

 あびバス利用者の利便性向上及び利用促進の一環としたサービスとして、大人用一冊２，０

００円、小人用一冊１，０００円、一冊１５枚つづりで販売している。 

しかし、あびバスの運賃は、市が半額以上すでに負担していることから、あびバスの収支

の改善を図るため、回数券は廃止としたい。 

 

○回数券作成費実績 

 大人（冊） 小人（冊） 作成費用（円）税込 

Ｈ２９ ５，０００ １，０００ ４２９，０００ 

Ｒ０１ ５，０００ １，０００ ４１１，４００ 

Ｒ０３ ５，０００ ― ３１３，２００ 

Ｒ０５ ５，０００ １，０００ ４０３，９２０ 

 

〇その他 

 すでに販売した回数券の利用は改定後も使用可能とする。また、払い戻しの手続きも可能

とします。 
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（３）．介助者の運賃（適用要件） 

 現在、あびバスでは介助者の半額は認めていませんでしたが、以下のとおり「介助者１

名に限り」半額の適用としたい。 

 

○要望の内容 

 障害者のあびバスの運賃割引は、障害者手帳を提示することにより運賃が「半額」となる。

大人でしたら運賃１５０円が半額で８０円となる。このことから、障害者及びその介助人の

方から、「介助者は障害者のサポートのため乗車するので、介助人も障害者割引の対象とし

てほしい」とのご意見がある。 

 

○障害者割引の介助者への民間対応 

 コミュニティーバスに限らず民間路線バスにおいても、障害者割引を採用している事業者

が多く、一般的であると考えています。また、介助者における民間事業者の事例では、「介

助者１名に限り半額の適用を認める」ことが多く見受けられる。 

 

○近隣市の状況  

市町村名 障害者割引 回数券の有無 介助人の半額適用 支払方法 備考 

松戸市 ○ 半額 × 介助人すべてに対し適

用 

現金のみ 大人 200 

小人 100 

柏市 ○ 半額 △正規料金大

人用のみ 

介助人１人に対し適用 現金のみ 大人 200 

小人 100 

流山市 ○ 半額 × 介助人１人に対し適用 現金のみ 大人 180 

小人 90 

鎌ヶ谷市 ○ 半額 ○ 介助人１人に対し適用 現金のみ 大人 100 

小人 50 

野田市 ○ 半額 △兼用 介助人１人に対し適用 回数券可 大人 100 

小人 50 

印西市 ○ 半額 △正規料金大

人用のみ 

介助人１人に対し適用 現金のみ 大人 100 

小人 50 

我孫子市 ○ 半額 ○ 認めていない 現金のみ 大人 150 

小人 80 

 ※我孫子市内路線バス（阪東自動車・今井タクシー）は、介助者半額を認めている。 

 

・松戸市、流山市は、回数券を作成していない。 

・柏市、印西市は、大人用正規料金の回数券のみ作成している。 

・鎌ヶ谷市は、半額の適用は認めるが回数券での支払いは「二重の優遇措置となるため」認 

めていない。 

・近隣市はすべて、介助人半額は認めているが、人数は１人に対してのみ適用が多い。 

・流山市の運賃は、一律方式だけではなく距離按分方式もある。 
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○障害者及び介助人のあびバス利用状況 

 統計は行っていないので、運転手による聞き取り調査の結果  

ルート名 １日当たりの状況 小人 介助人 備考(R5平均) 

栄・並木・泉ルート 約 ９人（内車いす１人） ０ ０ １２８人/日 

新木ルート 約 ９人（内車いす１人） １ １ ６０人/日 

船戸、台田ルート 約 ５人（内車いす０人） ０ ０ １５０人/日 

布施ルート 約１５人（内車いす１人） ０ ２ １０８人/日 

根戸ルート 約 ５人（内車いす０人） １ ０ ８４人/日 

 ※根戸ルートの小人は週での利用となる 


